
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度 事 業 報 告 書

盤定左営_狙壼動き人__境を越えて

1 事業の成果
5年目を迎え各プロジェクト毎に進捗レベルに差はあるものの、全体としては発展的な取り組みとなっ

た。例えば、カリキュラム化プロジェクトによって得られたネットワークが、生活力向上講座の周知に寄

与した。このことは、当団体のプロジェクト全体が地域で暮らす当事者と支援者が求めていることと合

致しているためだと考えられる。一方で、生活介入プロジェクトのような「個」を対象にしたプロジェク

トは、新規介入までは難しく、フォローアップに留まつている。コーディネーター人材の不足が喫緊の課

題であるが早急な解決は難しい。そこで、来年度からは「特別なスタンスとスキルを持つ介助者の実際把

握とネットワーク構築」の新規取り組みとして、「悩める介助者のための交流会 (随時。オンライン)」 を

開催し、介助者の継続支援に特化したサポー トを行っていく。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【   14,396,157】 千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受 益

対象者
人数

事業費
(千円)

在 宅の重度
障害者 に よ
る講演会等
による広報 。

啓発事業

①撃撃豊要9繰層ぶ
い者の暮 らしカ リ
キュラム化プロジ
ェクト

2023.8.8-12

2023.9.-10

2023.9.4-8

2023.11.3-5

2023.11.7

2024.2.21_22

開 催 大

学 と近

隣 の 当

時者宅

1091名

医療・福

祉・保健

を 目指

す学生/

体 験 受

け 入 れ

当事者

372:名 3,658,557

在 宅 の重度
障害者 に よ
る講演会等
による広報・
啓発事業

② 境を越えてフォー
ラム 2023.6.17

オ ン ラ

イン/リ

ア

・

ル ハ

イ ブ リ

ット

30名

当事者・

介 助 者

そ の 他

広 く一

般

名 748 2,330,383

在 毛 の菫反
障 害者 に よ
る講 演 会等
による広報・
啓発事業

③ 境を越えた瞬間冊
子作製 2022.3.30 事務所 15名

広 く一

般
2000名 687,816

在宅の重度
障害者 とそ
の家族 の相
談事業

④ 生活力向上講座
2023.6-8 にか

けて 17回

オ ン ラ

イン
14名

当事者・

介助者・

医療職・

当事者

延  ベ
7292名 1,523,694



在宅の重度
障害者 とそ
の家族 の相
談事業

⑤ 生活介入
東京 1件、個別

相談 35件

オ ン ラ

イン・現

地

15名
当事者・

介助者

延
名

ミ́ 70
3,430,294

在 宅 の重度
障害者 によ
る講演会等
による広報 。

啓発事業

⑥ 特別なスタンスと
スキルを持つ介助
者の実態把握

2023.4-2024.3

まで 2回の検

討会・調査 (10

件)実施

オ ン ラ

イン
20名 介助者 25名

92,245

在宅の重度
障害者 とそ
の家族の相
談事業

⑦ 学生介助者交流会

2023-2024.3

不定期開催 2

回

オ ン ラ

イン
5名
学 生 介

助者
20名 0

在宅の重度
障害者 とそ
の家族の相
談事業

③ マッチング&フ オ
ロ ー

2023.4     ～

2024.3 にか け

て 20件

電話。オ

ン ラ イ

ン

5名

当 事 者

と介 助

者

15名 0

在 宅の重度
障害者 によ
る講演会等
による広報・
啓発事業

⑨ 合理的配慮・インク
ルーシブ理解促進
(難病患者と共生
社会実現のための
活動支援)

2023.8

～ 2023.11

動 画 作

成/中 学

校

10名

中学生 。

幼 稚 園

生・広く

一般

320名 325,376

在 宅 の亘度
障害者 によ
る講演会等
による広報・
啓発事業

⑩ 小中学校・高校。大
学・市民講座講義等

2023_4

2024.3
現地 10名

小中学・

大学生 。

一般

44名 2,347,792

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)
載記
た
名

に
れ
業

承
さ
事

定
事業内容 日時 場所

従事者
人数 辮ｍ



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 5年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上墜場合)
●定非営利活●ま人 ■を越えて

正会員受取会費
正会員受取会費 【団体】
サポーター会員受取会費

93.0001
取

000

10.000
840.900

16.366.0961受取寄附金

10,255.211受取助成金

2.889,481事業収益

(該当事項なし)

31.(154.60

3】

3, t98, 114
1,542, \75

?75,669
342,026

7,200
583,939
154,8971
94,9341

202, O00

3,349,850
?9, 803

3.765,550給料手当
1

2

旅費交通費
会議費
通信費
消耗品費
保険料
図書印刷費
接待交際費
荷造運搬費
議会費・寄付
諸謝金費
支払手数料

1

(

)

2

5,450.000
1,418.250
6.135
754,088

役員報酬
給料手当
福利厚生費
法定福利■

旅費交通費
会議費
通信費
消耗品費
図書印刷費
接待交際費
支払手数料
荷造運搬安
諸腑金費
減価償却費

498.0801
37.0651

27.180
318.5421
67.9471

12.4001

1,686.975
253,5021

438.046
362,202

5.438.059BF l :増
=饉

【A期

)】
22

)】

災害損失

C D当 」n 自

70,003
法 人

財  ■:莉 当 工  :

前 コ繰 隷 正 咲 財 産額 ⑤

奎  |l 饉  

“

 i :T~日



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 境を越えて
(単位 :円 |

ロ□

(該当事項なし)

2
1

2

3
01

11,206,887

638,100
466,95

(該当事項なし)
の

現金預金
未収入金

商品

164,063
179,000

164,063
179,000

工具器具備品
一括償却資産

【A】 資 産 合 計 ①+② 12,655,

未払費用

預 り金

仮受金

未払い法人税

971,029
271,537
106

70,000

971,029
271,537
10

70,00

6,000,0006,000,000長期借入金

2

+
の

正

産正
5 368 8

-25.742

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 12.655,008

]■■■■■口耐■喜導謳■■

■■F■■口|_



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 財産目録
事 業 報 告 用

11定非営利活助法人 境を越えて

現金預金
ゆうちょ銀行当座預金
ゆうちょ銀行普通預金
現金

10,200.816
991.271
14,800

10,200,816.
991,2711

14.800

10.200,816
991.271
14800

未収入金
寄付・会費・講義料 466,958 466.958

商品 638,100 638,100

2
1

車両運搬具
(該 当事項なし) 0

工具器具備品
‐‐括償却資産

164,063
179,000

164,063.
179,0001

164.060

179,000

2

ンフトウェア

(該当事項なし) 0

借地権
(該当事項なし)

|

0 0

3
敷金

(該当事項なし) 0 0

長期貸付金
(該 当事項なし) 0

12.655,008
【A】 責 産 合 計 ①+②

,- 1 t 債  (

預り金                        |
_重慶徴収税・雇用保険」・健礎保険量」厚生年全二介護保険 __|

仮受金

未払い法人税

971,029

1

271,537

g?t,ozgl g7I, o2g

24.5?1.1 27t,$71

106

70,000

1061

70.0001

未払費用
経費未払い分

短期借入金
(該当事項なし)

106

70,000

0

6.000,OOO6,000,000 6,000.000長期借入金

00
退職給付引当金
(該 当事項なし)

7,312.672

6.342.336

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 (薔事彙年底において役員であつたことがある全員の民名及び住隋スは■所菫

びにこれらの者についての歯事業年度における0日の有
"を
色●した名簿 )

特定非営利活動去人 境を え て

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏    名

⌒

Q,監事
オカベヒロキ 2023年

2024年

4月 1日

3月  31日

年

年

月

月

日

日岡都 宏生

2 ′罰 ,`監事
ヽ口′

ホンマサトミ 20231「

2024年

4月 1日

3月  31日

2023年

20241F

4月 1日

3月  31日本間 里美

3 ′自 .ヽ監事
ヽ_′

カシワバラエミ 20234「
=

2024年

4月 1日

3月  31日

年

年

月

月

日

日柏原 絵美

4 〇 薔
テンパタダイスケ 2023年

2024年

4月 1日

3月  31日

年 月

月

日

日年天畠 大輔

5 監事

カワサキアヤエ 20234,ニ

2024年

4月 1日

3月  31日

年

年

月

月

日

日
川崎 影恵

6 監事

イシジマケンタロウ 2023年

2024年

4月 1日

3月  31日

年  月 日

日年   月石島 健太郎

7 ′踵日ヽ 監事
ヽ中′

ヤマダヤスコ 2023年

2024年

4月 1日

3月  31日

年

年

月

月

日

日山田康子

8
′
口
ヽ

理事NEョ″
シイノタロウ 2023年

2024年

4月 1日

3月  31日

年 月

月

日

日年椎野 太郎

9
⌒

理事無ブ
スズキケイイ 2023年

2024年

4月 1日

3月  31日

年 月

月

日

日年鈴木 啓―

10

`覆

Fヽ監事
ヽ中′

オダ ヒトミ 2023年

2024年

6月 3日

3月  31日

年

年

月   日

月 日
小田 瞳



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 (■亭彙年口において役員であつたことがある全員の氏名及び住晰又はE所■
びにこれらの者についての前事彙年度における●日の有●を●●した名

")

特定非営利活動法人 境を えて

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

11 O監
事

サ トウ ヒロミ 2023年

2024年

6月 3日

3月  31日

年 月

月

日

日年佐藤 裕美

12 理事・監事

13 理事・監事

14 理事 。監事

15 理事・監事

16 理事・監事

17 理事・監事

18 理事・監事

19 理事・監事

20 理事 。監事



書式第4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 境を越えて

氏   名

岡部宏生

2 本間里美

3 天畠大輔

4 石島健太郎

5 山田康子

6 川崎彩恵

柏原絵美7

椎野太郎8

鈴木啓―9

斎藤こずえ10

11 遠藤真季

12 伊藤菜緒



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

氏   名

13 千葉早耶香

14 長田直也

片山望15

16 江田真紀

17 山本直史

18 森脇繋登

i9 阿形志穂

20 吉澤卓馬

21 御代田太―

22 江口健司

23 宍戸大裕

24 新井智

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人___」目壁饉
=二
___________



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立・事業報告用

氏    名

25 深田耕―郎

26 清水仁美

27 中村好男

28 飯田真弓

29 彦田友香

30 冨川功喬

31 高野元

32 小田瞳

33 向山夏奈

34 佐藤裕美

35 穂高優子

36

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 境を越えて




